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今月

「傾
け

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米子市人権情報センタ
◯ゅ◯ー◯ま◯ん◯ら ◯い◯つ  

まずは“知ること”からはじめましょう。みなさんの参加

講師 

日時 

場所 

 

第５回 

の本棚 

聴
いちょう

」 

「１日５分 成功する話の聴き方」

傾聴ボランティア育成の第一人者が贈る人間関係

―相手に何かを伝えたいときには…    ―初

―人が嫌がるアドバイス王を脱するには… ―相

「１日５分」話を聴くだけで、苦手なあの人と仲

「７つの聴く技術」 

1．相づち  2．繰り返し  3．言い換え・

6．支持   7．問題解決 

 

 

※その他にも 

「新傾聴ボランティアのすすめ」  ホー

「一目でわかる傾聴ボランティア」 鈴

など、人権情報センターで貸出をしてい
第１１９号 平成２２（２０１０）年 

 

 

みなさんは「アルビノ」という病気をご存知ですか？ 

紫外線から身を守る色素が無い（あるいは少ない）ため、全身が白く紫外線にとても

弱い病気です。アルビノの子どもや家族の不安・心配事を減らすためには、私たち一

人ひとりが病気について正しく知り、理解を深めることが大切です。 
をお待ちしています  
 

 

  鈴木絹英/著 

改善＆良好への「１

対面でもよき理解者

手の悩みに真に歩み

良くなれる！ 

要約  4．質問  

ルファミリーケア

木絹英/編 

ます。どうぞご利用
 

日５分」実践法！

になるには… 

寄るためには… 
5

協

。

．
共感的励まし

会/編 

ください。



Yonago City Center for Human Rights 

 

 

 

 

～すべての拉致被害者の一刻も早い帰国実現をめざして～  

 内容日時 

 講演：「北朝鮮の情勢、拉致問題解決の展望」

講師：李
リ

 英和
ヨンファ

さん 

拉致被害者御家族メッセージ：松本 孟さん 

              増元 照明さん

場所 

１０月２０日～２２日

米子市役所本庁 

市民ホールにて 

拉致問題啓発 
パネル展 

 

 

 

 

 米子市では、和田町出身の松本京子さんが拉致被害者として政府

認定されているほか、２名の方に拉致の疑いが指摘されています。

拉致問題を風化させることなく、そして松本さんをはじめ、拉致

されたすべての方々の一日も早い帰国実現を願い、「国民のつど

い」「パネル展」を開催します。 
市民一人ひとりの解決を願う声が、早期帰国実現の大きな支援と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 入場無料です。どなたでもご参加いただけます。 
※ お車でお越しの方は、グランドに駐車してください。台数に限りがございますので、
乗り合わせてのご来場をお願いいたします。 

 
主催：福米中学校区人権・同和教育推進協議会／米子市 
お問合せ先：米子市人権政策課（電話０８５９－２３－５４１５） 

日時 

講師 

が開催されます。 
 

 

場所  

するどい感性と気づき

のメッセンジャー。厳し

さの中にも温かさがあ

り、ウィットに富んだ語

り口。あなたも元気とや

る気がわいてくるに違

いありません！ 

 

 

 

米子市人権情報センター   〒683-8686 米子市東町 161－2   

℡ 0859-37-3183 Fax 0859-37-3184 

E-mail humanr@ruby.ocn.ne.jp 

URL：http://www.yonago-city.jp/jinken/index.htm 
 

 

 


